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問題と目的

心の理論とは、他者の内的状態（感情・思考・信念）

を推論する枠組みをさす。心の理論の発達研究は幼児

期から児童期にかけてはこれまでに盛んに行なわれ、

特に幼児期の発達過程については多くの知見が積み上

げられてきた。一般的に発達のパタンは普遍的である

ものの、その時期には、文化的背景や課題などによって

多少のズレがあるとされている（Liu, Wellman, Tardif,

& Sabbagh, 2008; Wellman, Cross, &Watson, 2001）。

一方で青年期以降の心の理論の発達過程については、

近年始まったばかりである。心の理論の個人差を測定

する道具として Baron Cohen（2003）がMind in the

eye testや EQ尺度を開発している。

青年期以降の心の理論の発達を測定する課題として

は、他者の視点を踏まえてその意図を正しく読み取

る判断をもとめるもの（Devine & Hughes, 2013;

Dumontheil, Apperly, & Blakemore, 2010; Happ ,

1994; Keysar, Lin, & Barr, 2003）、短いエピソードに

描かれた登場人物の心的状態を説明するもの（Devine

& Hughes, 2013; Happ , 1994）等があるが、より日

常一般的な文脈で個人が心の理論の枠組みを適応して

いるかを測定している課題は少ない。そこで本研究で

は、青年期前期の心の理論の発達を測定する方法とし

て、欧米で用いられたインタビュー形式の心の理論課

題（Bosacki, 2000）を日本語話者に適応できるかに

ついて検討をすることを目的とする。

今回用いる課題は Bosacki（2000）によって考案さ

れ、青年期前期の 10代を対象としてその個人差を測

定し、それらと自己概念の発達との関連性について検

討している。Bosacki（2000）は、日常社会的な文脈

において曖昧な出来事が描写されているビグネットを

用い、その場面の解釈についてインタビュー形式で回

答を求めている。その反応について、解釈とその理由

付けが、どこまで他者の内的状態について考えている

のかを言語化された部分について評価する形式で測定

している。
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要旨：本研究は、欧米で開発された心の理論の個人差を測定するためのインタビュー課題（Bosacki, 2000）を日本

語話者に応用することを目的とし、その可能性について検討した。インタビュー課題は 2つのテーマからなり、それ

ぞれ曖昧な文脈で起こる出来事をストーリー刺激として呈示した。ストーリーを聞いた後、参加者には、面接者の質

問に答える形式で、出来事の因果や登場人物の心的状態について自分の解釈を回答してもらった。回答を、どの程度

登場人物の内面や出来事の因果に言及しながら解釈をしているかの視点からコーディングし点数化した。本研究では、

青年期後期から成人期の日本人女性として、母親と女子大学生を対象にして出来事の因果や登場人物の心的状態への

言及の程度の個人差を測定した。インタビュー得点の分布の正規性および、内的整合性は許容範囲内であった。イン

タビュー得点は心的因果の認知を測定するとされる Empathizing Quotient: EQとの有意な正の相関が認められた

一方で、Interpersonal Reactivity Index: IRIの個人的苦痛とは有意な負の相関が認められた。母親は女子大学生に

比して心の理論インタビュー得点が高かった。これらの結果をもとに、インタビュー課題を用いた心の理論の個人差

の測定可能性について考察した。
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本研究では、心の理論の個人差およびその発達を測

定するツールとして日本語話者への応用を目的として

いることから、既存の心の理論を測定する尺度として

Baron Cohen（2002, 2003）による Empathizing

Quotient: EQ 尺度との関連性を検討する。Baron

Cohenによると、Empathizing Quotient: EQ尺度は

心的因果の認知、すなわち他者の感情や信念を特定す

るとともに、そこから他者の行動を予測する傾向とし

ての個人差を測定するとしている。よって、心の理論

インタビューでは、曖昧な場面において、登場人物の

内面（感情・信念・考え）に関する側面から場面の出

来事の因果を表現する傾向が高ければ、その個人は

EQ尺度においても高い数値を得ると仮定できる。よっ

て、これらの変数間の正の相関が予測される。

また、EQは広義的には共感性としても解釈される

ことから、別途、共感性を測定する尺度との関連性も

検討する。EQ尺度は認知的な側面の共感性を測定し

ているとされている（Baron Cohen, 2002）ことか

ら、認知的な共感性以外の側面との関連性の可能性を

検討するために、多次元共感性尺度（Interpersonal

Reactivity Index, Davis, 1983: 日本語版、登張、2003）

より、情動的共感性、架空（ファンタジーにおける）

の場面での感情移入などの共感性を測定する指標を用

い、これらと心の理論インタビューとの関連性を検討

する。

方 法

研究対象者 幼児期の子どもをもつ母親 34名（年齢

M＝35.5 歳、SD＝5.3）および女子大学生 47 名（年

齢M＝20.0歳、SD＝1.2）を対象とし、心の理論イン

タビューを実施した。心の理論インタビューは、表情

認知実験、質問紙への回答を含んだ一連の個別セッショ

ン（約 60分）の一部として実施した。

ToMインタビュー課題

曖昧な場面における登場人物の内的状態についての

解釈を求め、その回答内容を評価するために考案され

た課題（Bosacki, 2000）を用いた。原著のストーリー

課題を日本語話者向けに一部改変し、インタビュー・

プロトコルは原著に沿って実施した。課題は、2つの

独立したテーマ（課題①女の子とブランコ／課題②校

外学習）からなった。原著では、課題①のストーリー

ラインはそのままで登場人物の名前を変更した。課題

②は原著ではフットボールのチーム編成に関する刺激

ストーリーを用いていたが、予備調査より、本実験の

対象者が女性であることから、よりなじみのある経験

として校外学習時のメンバー編成という設定で原著と

平行したストーリーラインに変更した（Figure 1, 2

を参照）。

手続き

刺激ストーリーの呈示はパソコンで行った。文章と

ともに、女性によって読みあげられた録音音声を再生

し行った。対象者には、ストーリーを聞きながら、文

字を追っていく中で、自分なりにイメージを膨らませ

るよう教示した。刺激ストーリーの提示後、基本的な

内容理解の確認質問を行った。次に曖昧な場面内容の

解釈について、次の視点から質問を行った。回答に正

解はないので、ストーリーを聞きながら自分がイメー

ジした内容に沿って質問に答えるよう指示し、構造化

面接の質問をした。インタビューのプロトコルは次の

とおりであった。①視点取得に関する質問としては、

‘なぜナンシーはメアリーににっこりしたのですか’、

‘なぜ、メアリーはうなずいたのですか’、‘なぜ二人

は女の子のところに向かっていったのですか’②共感

的配慮に関する質問としては、‘女の子はどのような

気持ちでいますか’‘なぜそのように解釈しました’

など③登場人物の性格の認識に関する質問としては、

‘登場人物の中の 1人についてどんな人物かについて

教えてください’④異なる解釈の質問については、

－ 14－

Figure. 1 課題①「女の子とブランコ」のテーマ

Figure. 2 課題②「校外学習の行動班」のテーマ



‘このお話を聞いて、今解釈した内容とは異なる解釈

があれば教えてください’であった。テーマごとにイ

ンタビューを行い、回答は全て録音した。所要時間は

2課題合わせて 15～25分であった。

分析

英語話者の青年期の男女を対象とした原著（Bosacki,

2000）に従い、回答内容がどの程度複雑な心的状態を

含んでいるかによって点数を与えた。回答内容のコー

ディングは 2名が独立に行った。コーダー間の一致度

は 94％であった。不一致項目については議論の上、

コーディング内容を決定した。

主観的評価尺度

共感性と情動表出に関する主観的評価を用いるため

に以下の 3つの尺度から構成された質問紙および表情

認知検査票をインタビューの前後どちらかに実施した。

共感性の評定には Emotion Quotient: EQ 尺度日

本語版（若林ら、2006）および対人的反応尺度：IRI

（登張、2003）より、「個人的苦痛」「ファンタジー」

の下位尺度を用いた。情動表出の評定には、Barkley

Expressivity Questionnaire: BEQ（Gross & John,

1995）を用いた。BEQについては著者らが原著を和

訳したものにバックトランスレーションを行って内容

の確認を行った。

子ども版表情認知検査（小松・箱田、2012）は、検

査手続きに従って実施および採点を行った。

結 果

心の理論インタビューの各質問への回答がどの程度

複雑な心的状態を含んでいるかによって点数を与えた。

個人の得点の分布について検討したところ内的整合性

（Cronback’s α＝.72）および分布の正規性は確認で

きた（Shapiro Wilk W＝.98, p＞.05）。これらのイ

ンタビュー得点（下位得点および合計点）の記述統計

を母親と女子大学生のグループごとに Table 1. に示

す。

次に、女子大学生と母親を独立群とし、心の理論イ

ンタビュー総合計得点を従属変数として比較したとこ

ろ、どちらの課題においても、母親群が女子大学生群

より有意に得点が高く：t課題①（79）＝2.5, p＜.05、

t課題②（79）＝3.2, p＜.01、2 つの課題の総合計得点に

ついても、同様の結果が得られた：t（79）＝3.2, p＝

.006。下位得点について同様に検討したところ、①視

点取得：t（79）＝1.6, n.s.および②共感的配慮：t（79）＝

.57, n.s.には有意差はなかったが③登場人物の性格の

認識：t（79）＝2.7, p＝.006 ④異なる解釈：t（79）＝

4.81, p＜.001 にそれぞれ有意差が認められ、母親群

が女子大学生群よりも点数が高かった。

心の理論インタビューと共感性、表情表出、子どもの

表情認知との関連性の検討

共感性に関する主観的尺度 EQおよび IRI, 表情表

出傾向を測定する BEQ の内的整合性は、それぞれ

EQ:α＝.86, IRI個人的苦痛α＝.86, IRIファンタジー

α＝.80, BEQ: α＝.81であった。

子どもの表情認知検査については、検査手引きに沿っ

て採点した。これらの測定結果の記述統計を Table 2

に示す。

次に女子大学生と母親を独立群とし、それぞれの変

数について平均値を比較したところ、IRI: 個人的苦

痛：（79）＝3.16, p＝.002、を除いては、有意な差が見

られなかった。次に、これらの変数間および心の理論

インタビュー得点との関連性を検討した。ピアソンの

積率相関指数を Table 3に示す。

共感性に関しては、EQ は IRI: 個人的苦痛と有意

な負の相関が認められたが、ファンタジーとは有意な

相関が認められなかった。また共感性と表情認知の関

連性に関しては、EQは表情認知と有意な正な相関が

認められたが、個人的苦痛は表情認知と有意な負の相
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Table 1. ToMインタビュー得点の記述統計



関が認められた。表情表出傾向 BEQ については、

IRIの個人的苦痛およびファンタジーともに有意な正

の相関が認められた。心の理論は、EQとのみ有意な

正の相関が認められた。次にこれらを心の理論インタ

ビュー得点の説明変数として、階層重回帰分析（ステッ

プワイズ法）を行った結果を Table 4に示す。

モデル 1では、グループ変数（母親群、女子大学生）

を投入したところ、この変数が心の理論インタビュー

得点の分散の 12％を説明していた。次にモデル 2で

は、グループ変数を統制した上で、共感性、EQ、

IRI個人的苦痛、IRIファンタジーおよび感情表出傾

向を投入したところ、EQのみが有意な説明変数であ

ると認められた。またグループ変数と EQをあわせて、

18％の心の理論インタビュー得点の分散を説明してい

た。

考 察

本研究は、青年期以降の心の理論の測定を可能にす

る方法の一つとして、Bosacki（2000）の提唱する構

造化面接を日本語話者に適用するための試みについて

検討した。Bosackiは、社会的文脈が曖昧な中で展開

される出来事を、第三者としてどのように解釈するか、

その解釈において、異なる人物の視点からどれだけ他

者の内面を描写しているかを用いて、児童期以降の心

の理論を測定しようとした。先行研究では、青年期前

期ということもあり、顕著な心の理論得点の性差（女

性＞男性）が報告されている。Bosackiは青年期前期

の男女を研究対象としてきたが、本研究では、青年期

から成人期にかけての女性を対象としてきた。そこで

まず、本研究の心の理論得点の分布について先行研究

と比べることとする。Bosacki（2000）では、心の理

論得点（2 課題込み：0 42点）で、平均値（標準偏

差）が男子 26.00（6.21）, 女子が 30.25（4.64）であっ

た。これらと比較すると、本研究の中で有意に女子大

学生より数値が高かった母親の点数 26.9（5.0）にお

いても英語話者の女子より有意に低く：t（96）＝3.31,

p＝.001、欧米男子と同程度であることがわかる：

t（96）＝.73, ns。一方、日本語話者の女子大学生につ

いては、英語話者の男子：t（109）＝2.33, p＝.022、お

よび女子：t（109）＝7.60, p＜.001、よりも有意に低い

点数であることがわかる。青年期の心の理論について

は、その発達が直線的なものなのか、それとも、平均

的には大きな年齢的な変化はなく、むしろ個人差や性

差が顕著になってくるのか、その詳細についてはわかっ

ていない。しかしながら、青年期前期から青年期後期

にかけて心の理論が低下することは考えにくいことか

ら、心の理論インタビュー形式の測定に関しての、日

本語話者の心の理論の点数の直接的な比較においては

英語話者のそれよりも低い可能性が示唆されるといえ

よう。得点差がみられたことが、直接日本人が欧米人
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Table 2. 共感性、表情表出傾向、表情認知の平均値と

標準偏差

Table 3. 心の理論、共感性、表情表出傾向、表情認知間の
ピアソンの積率相関指数

Table 4. 心の理論得点を従属変数とした重回帰分析の結果



に比べてマインドリーディングの能力が低いというこ

とを示すというよりは、言語的な表出が、青年期前期

の英語話者より有意に少ないという解釈の方が適切で

あろう。一方で心の理論インタビューを測定のツール

としてみると、Basacki（2000）の報告では、インタ

ビュー回答のコーディングの内的信頼性（Cronback’s

α）が .67から .69であったことに対し、本研究でも

.72であったことから同程度の信頼性を得ることがで

きたといえる。

次に心の理論インタビュー得点と共感性および感情

表出傾向、表情認知との関連性について考察する。本

研究では、心の理論インタビューがどのような側面を

測定しているのかについて検討するため、心の理論の

研究でとりわけ質問紙として扱われている Baron

Cohenの提唱した 心の理論に関する Empathizing

Systemizing モデル理論のうちの EQ: Empathizing

Quotient尺度との関連性を検討した。また共感性に関

して様々な概念の定義がされている中で、多次元性共

感性をとらえた尺度、IRI: Interpersonal Reactivity

Index（Davis, 1983）についても、EQとの対比をす

るために検討対象とした。さらに、個人の内的な共感

傾向のアウトプットとしてこれらがどの程度感情表出

傾向や、表情認知に反映されるかについても、心の理

論との関係をさぐるための検討対象とした。

心の理論インタビュー得点は、EQとは正の相関が

認められた一方で IRI の個人的苦痛とは負の相関が

認められた。Baron Cohen（2002, 2003）の説明する

EQは、他者の感情や考えを特定し、それに対して適

切に反応するという動因であり、認知的反応のなかで

も、心的因果の認知側面を測定しているとしている。

よって EQと心の理論インタビュー得点に正の相関が

みられたことについては、心の理論インタビューが少

なくとも EQと類似した側面を測定していると考えら

れる。

一方で、心の理解インタビューと負の相関がみられ

た IRI 尺度の下位尺度であった個人的苦痛とは、援

助等が必要な他者を見た時などに自分も不安になって

しまい、その状況に対応できない傾向を測定している。

すなわち他者に感情がむかわず、自分中心の感情反応

が生起する傾向と関連している（登張、2003）ことを

考慮すると、これらは、比較的自動的に生起される情

動的共感に近いとも考えられる。よってこのような情

緒的共感反応を比較的冷静に対処できるほど、心の理

論のインタビュー得点が高かったといえる。これらの

結果より、心の理論インタビューが測定していたもの

は、他者視点取得などの認知的共感性であると考える

ことができる。

心の理論インタビュー得点は、個人差を伴うであろ

う表情認知や感情の表出傾向とは直接的な関連はみら

れなかった一方で、EQは、表情認知と正の関連が認

められた。一つの仮定としては、認知傾向の一つとし

ての EQは、表情認知検査で測定した人の表情の解釈

と、心の理論インタビューで測定した他者の心的状態

の言語表象化との両面と独立に関連しているという可

能性が考えられる。同じく今回の分析で心の理論イン

タビューとは直接関連性がみられなかった BEQにつ

いてであるが、IRIの 2つの下位尺度とは正の相関が

みられた。IRIの下位尺度である個人的苦痛とファン

タジーがお互いに有意な相関がみとめられないことよ

り、BEQについても IRI のそれぞれの尺度と独立に

関連があると仮定できる。

以上、心の理論インタビュー得点との関連から、イ

ンタビューでどのような側面を測定していたかについ

て議論してきたが、インタビュー形式の測定には様々

な課題が残されている。まず、測定に時間的なコスト

がかかるということである。本研究においても、80

名以上の協力者を対象として個別のインタビューを実

施し、これらについての言語回答を分析することに多

くの時間が費やされた。質問自体が構造化面接である

ことから、質問紙形式での回答に置き換えることによっ

て、分析の時間短縮は可能になるかもしれないが、現

在のところ、質問紙形式で同等の質問に回答を求めた

場合、十分な内的整合性が認められていないなど（辻、

2015）質問紙形式での信頼性の高い回答を得ることが

できるかについては、さらなる検討が必要である。イ

ンタビュー形式で行った場合、質問者とのインタラク

ションが、一貫した回答を促す助けをするが、質問紙

の場合にはそのような回答を意欲的に行なうか否かの

動機付けが難しい可能性もある。このようなことから、

一貫性のある回答を得る為には、時間的コストをかけ

てもインタビュー形式の測定が必要であるのかもしれ

ない。そのような視点から考えると、本研究の結果よ

り、インタビュー形式においても、EQとともに日本

語話者の心の理論の個人差を測定することが可能であっ

たといえよう。実施に関しては、質問紙に比べてコス

トがかかる点が課題であるが、EQ尺度などの質問紙

で測定しきれない側面を心の理論インタビューで測定

できる根拠を示すことができれば、その活用に向けて

大きな意義がうまれてくるといえる。
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Measuring Individual Differences in Theory of Mind:
An Adaptation of an Interview Method for Japanese Adults
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Abstract

The present study examined an interview method for measuring the theory of mind and its adaptation to
a young adult Japanese population. The original interview method devised for English-speakers（Bosacki,
2000）used an ambiguous story to probe the interviewee’s mental state references and causal explanations
when interpreting the story. The verbal responses were coded and scored in the same way as the original
study. In this study, we compared the scores of Japanese mothers and female university students. The distri-
bution and internal consistency of the interview scores were analyzed and found to reach at an acceptable
level. The interview scores correlated positively with cognitive empathy measured on the Empathizing
Quotient Scale and also correlated negatively with the Interpersonal Reactivity Index in a subordinate
measure of “personal distress”. The mothers’ interview scores were significantly higher than the female uni-
versity students. Drawing on these results, the extent to which this interview method can be used to measure
a Japanese speaking population of young adults and adults was discussed.

Keywords: Theory of mind, Interview, Mental state language, Japanese language, individual differences,
adults


